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A preliminary study of the temporal features of Japanese
speech sounds
Michinao F. MATSUI





This study proposed some temporal features of Japanese speech sounds from the
view points of the Converter/Distributor model. The results of two experiments
show that the mora-timing is the most basic feature of the ground state and the
equi temporal feature of the unique consonant against the ground state.
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す．例えば「甘美」という語の調音運動は，母音 “5, i”が作る大きな調音変化に子音 “k,
m, b” が局所的に影響を与える形で計算される．分節音の情報である素性の束も，音素
単位ではなく音節単位で「甘美：<{low, stop, dorsal, nasalcoda}, {high, palatal, stop, labial,
voiced}>」といった集合のリストを成す．一般的な音韻論では音韻素性を二値的な情報
と考えるが，C/Dモデルにおける音韻情報は原子的素性と捉えられている．したがって，











を分配 (distribute)する．図 1に、この変換／分配の様子 (C/Dダイアグラム)を示す。太
線で示された 2箇所の縦棒がシラブル・パルスで、全ての計算の元となる。
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ル・パルスで、全ての計算の元となる。
音節 /kAð/ 音節 /bi/
オンセット シラブル コーダパルス パルス パルス
シラブルパルス
パルス






閉鎖区間 帯気音 母音区間 鼻音区間 有声破裂 母音区間


























ていく．この時，子音の各素性は，周縁パルスの強度に基づく impulse response function
(IRF) として局所的に分配される．図 1 における 3 つの IRF は各々「軟口蓋破裂」「鼻
音性」「両唇破裂」の情報を表し，各素性の時間特性を決めていく．こうした子音の局所
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的性質に対し，V-to-V Coarticulation特性などから母音の前後・狭広の情報や声帯振動の














分析を行った．まず，図 2に C2 と V2 間に見られる時間補償効果の関係を示す．





















影響が圧倒的に強い．次いで，C3, V3, V1の順で影響が見られるが，これは C2の影響力
とは有意に差がある．この結果は，同一モーラ内において子音と母音が補償効果を持っ




食い込むという形で表現できるであろう．一方，C1 が V2 にほとんど影響を及ぼさない






が軽音節の約 2倍 (厳密には 2.1～2.4倍ほどの範囲に及ぶ)の持続時間長を持つことを保
証できない．
したがって，C/Dモデルの表現の中にモーラという単位を組み込むことが妥当であろ
う．数学的性質として集合は {a, b,...}といった要素と共に，{{a}, {a, b},...}のように集合自
体を元として取り得る．ただし，要素を取る集合は多重集合でない限り {a, b}と {a, a, b}




例えば「甘美」の第 1音節「カン」の入力情報は，{low, stop, dorsal, nasalcoda}の代わり
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